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滋賀県
①学校運営
上の課題

教職員の時
間外勤務の
是正

教職員の時間外
勤務が深刻な状
況となっている。
時間外勤務の縮
減や働きやすい
職場づくりによっ
て「学校における
働き方改革」を進
めることが課題と
なっている。

県が直接実施する「研修
会」や「ＣＳアドバイザー派
遣」を通して、「地域と学校
が連携協働することのよ
さ」を伝えていく。地域と学
校の連携協働によって、
現在教職員が担っている
業務を地域学校協働活動
推進員や地域コーディ
ネーター、ボランティア等
と分担したり、協力して行
う。

地域と学校の連
携協働によって
教職員の業務負
担が軽減され、
「学校における
働き方改革」に
つながる。

・（昨年度よりも）
「地域と学校の
連携協働によっ
て、『学校におけ
る働き方改革』に
つながった。」と
回答する学校の
パーセンテージ

％ 50

滋賀県
①学校運営
上の課題

社会に開か
れた教育課
程への対応

社会に開かれた
教育課程につい
ての教職員の理
解が進んでいな
い。地域と学校の
連携協働によっ
て、子どもたちの
主体的な学びや
学びの深まりを
保障することが課
題となっている。

県が直接実施する「研修
会」や「ＣＳアドバイザー派
遣」を通して、社会に開か
れた教育課程の理念や地
域と学校が連携協働する
ことのよさについて伝え、
教職員の理解を深める。

地域と学校の連
携協働によって
社会に開かれた
教育課程が実現
し、そのことで、
子どもたちが主
体的に学んだ
り、学びを深めた
りすることができ
る。

・（昨年度よりも）
「地域と学校の
連携協働によっ
て、子どもの主
体的な学びにつ
ながったり、子ど
もの学びが深
まったりした。」と
回答する学校の
パーセンテージ

％ 70


